
委員意見に対する事務局案

課題 委員意見 事務局案

施設内容

機能・用途 【芸術創造ファクトリー】
(1)3331Arts Chiyodaは全国でも稀有な成功事例、新潟市にそのまま持っては来られない。
(2)公民館とどう峻別させるか。
(3)舞台芸術（音楽文化会館・りゅーとぴあがあるため）以外の分野を対象とした施設が良いのではないか。
(4)アートというと幅が広い、絵画や彫刻などの表現に係るアート以外にも、人の生活の中の手仕事などの機能的なアートもある。
(5)教室 スタジオがメインと思う 木金属工房で日本の伝統文化について学ぶのもよい

【国際青少年センター】
(1)宿泊室（各階60名程度）計120名程度想定
(2)野外の炊事場（釜場）、浴室、屋外のシャワー室、多目的スペース
(3)工芸室（陶芸釜）、和室、調理室、大研修室（じゅうたん敷）、食堂(60名）、駐車場
【芸術創造ファクトリー】
(1)アーティスト専用の工房を設ける

小学校の自然体験
の受け入れ

【国際青少年センター】
(1)学校行事としての宿泊施設として利用する場合、県の研修センター、胎内、高柳などの施設は非日常的な所だが、旧二葉中は日常に近い場
所。日常的な空間で、どのようにして非日常を作って、仲間づくりができるか。ただ、一方で、日常的な空間なので、学校に持ち帰れるというメリット
を生かせないか。
(2)胎内、五頭、妙高では非日常の体験で心を豊かにするができるが、旧二葉中では、そこまでの非日常性は体験できないだろう。大きな音を出
せば近隣から苦情がくる可能性がある。
(3)学校規模で、学年全員が泊まれる学校と泊まれない学校もあるだろうから、逆に小さい学校の宿泊に向いているというPRをしたり、中学校単位
でリーダー研修等を行うのが良いのではないか。

【国際青少年センター】
平日の利用者を増加させるため、小規模校の受け入れを前提とする。
(今後の6カ年推計によれば、市内の小学校の60％以上が1学年70人以下になる見込み）

資料１(参考)

(5)教室、スタジオがメインと思う。木金属工房で日本の伝統文化について学ぶのもよい。
(6)教室・スタジオ等、アーティストと触れ合える場を中心にしたほうが良いのではないか。（アドバイザー）
(7)“芸術”の定義づけが必要。受け入れるアーティストのグレードも重視。国内の類似施設を真似るのではなく、伝統工芸も含み新潟独自の施設
であるべき。
(8)本格的な水屋はなくても良いが、お茶のできる和室が必要ではないか。
(9)立地（海）を活かしたい、ウインドサーフィンのサーフボード作成等良いのではないか。
(10)アーティストとの接点として、水土のベースキャンプを中心としてはどうか。
(11)水と土の芸術祭といった資産があるので、水土のアーカイブセンターがあればよい。（アドバイザー）
(12)レジデンスをするのであれば、市内のホテルに泊まり通ってもよいのではないか。（アドバイザー）

(1)アーティスト専用の工房を設ける。
　※様々な利活用が想定されるため、空間（スペース）の整備までとする。
　※公民館等、他の施設と利用者の差別化を図る
　※レジデンシャルを可能とするが、宿泊は外部施設を利用
　※24時間創作可能とするため防音仕様とする。
(2)国際青少年センター利用者、また市民とアーティストの交流の場として、教室・スタジオ（教室・スタジオの一室を和室とする）
(3)計３回の実績を有する「水と土の芸術祭」アーカイブ空間を設けることで、本市独自性を打ち出す。
(4)芸術（アート）の定義については、設定が困難であり、施設内容が狭義になる恐れがあるため設けない。
(5)地域住民の活用にも配慮し、コミュニティスペース兼ギャラリー空間を設ける。

整備・運営手法 【共　通】
新潟で成功する為に3年以降まで考慮した運営形態の検討が望まれる。
指定管理者による類似施設の運営では、スタッフが足りないというのが実情
【国際青少年センター】
アーティストディレクターを設置した場合、芸術創造ファクトリーの運営に携わることになるが、国際青少年センターについてまで運営をすることは
困難であるため、運営面でも両施設を区分することが望ましい。
【芸術創造ファクトリー】
(1)運営においてディレクターを置くのか、行政が主体となるかを何時決めるのか。
(2)運営について、ディレクターを配置する必要がある。国際青少年センターと芸術創造ファクトリーの両方を見られる人を総括に置き、各分野に
強い人を補佐役に置いてはどうか。
(3)ディレクターには名前だけの人を持ってきてはダメ

【基本方針】
国際青少年センター部と芸術創造ファクトリー部を含めた館全体を1つの指定管理者が運営・管理する。
【国際青少年センター】
体験活動ソフトに関し、基本的方向性は教育委員会が示し、指定管理者が方針に沿った具体的事業を考える。
【芸術創造ファクトリー】
指定管理者がディレクターを配置する。

整備・運営

(3)ディレクターには名前だけの人を持ってきてはダメ。
(4)ディレクターを早いうちに検討委員会に入れるべき。
(5)ディレクターの必要性については理解するが、行政の立場として現段階での選定はできない。
(6)ディレクターのポジションにつき早急に検討が必要であり、ディレクターの選定を同時進行するべきでは。
(7)ディレクターとスタッフを早急に決めて、その上で新潟のオリジナリティや芸術の意味の討論を行うべき。業者提案の中で何をメインとするかが
鍵となる。例えば、ギャラリーをメインとした場合、市内のギャラリーとの差別化が必要。市内でギャラリー運営をする方を公募し、そのギャラリーを
どのようにサポートするか等、中核にする機能を決めて検討してはどうか。（アドバイザー）

ゾーニング 【国際青少年センター】
国際青少年センターと芸術創造ファクトリーのゾーニングについては、製作現場と生活部分を明確に区分したほうが良い。また、子どもの製作現
場の見学については、許可制度を設けるなど、子どもとアーティストの双方に考慮した対応が望まれる。
【芸術創造ファクトリー】
(1)青少年センターとの融合は必須。
(2)アーティストはタトゥーを入れていたり、飲酒のイメージがある、分離が望ましいのではないか。
(3)芸術創造ファクトリーと国際青少年センターの複合化のイメージが難しい。

【基本方針】
分離型　芸術関係者との交流は供用スペースを基本とする。
【ゾーニング】
<1階>
　・芸術関係（創作スペース）[専用スペース]
　　※創作活動時間は深夜に及ぶことも想定され、かつ作品の保全と創作活動への影響を考慮し、自由な往来は不可とする
　　　 が、日中は創作家の意向を踏まえ、交流も含め可能とする。
　・カフェ・コミュニティスペース[市民も利用可能な供用スペース]
<2階～3階>
　青少年関係（宿泊・活動スペース）[専用スペース]
<4階>
　・水土アーカイブスペース兼ギャラリー[市民も利用可能な供用スペース]
活動スペース＜一部和室＞[供用スペース]
水土アーカイブスペース兼ギャラリー[市民も利用可能な供用スペース]

　・活動スペース＜一部和室＞[供用スペース]
　　※ワークショップ等で使用も想定

収容（益）・起業 【芸術創造ファクトリー】
〇自助努力により、集客を上げることが大切
〇アーティストは経済的に大変、ギャラリーを借りる人がいるかどうか[価格設定の問題]
〇民業を圧迫しない程度の賃料を設定
〇市内にレンタルオフィス事業の事例があるが、利用者と企業マッチングは難しい。
〇企業とアーティストのマッチングの場としては可能性あるのではないか。
〇デザインは企業秘密もあるため難しいが、横浜市桜木町に建築家と作家のアトリエの事例がある。
〇横浜のシェアオフィスは東京近郊の横浜ならではの利点、新潟市で取り組むのであれば、産業部門と組む必要あり（アドバイザー）

【国際青少年センター】
収益を考慮しない。
【芸術創造ファクトリー】
民業圧迫に配慮した利用料金の設定をする。

利用者（ターゲット）

利用者のターゲット
設定

【国際青少年センター】
(1)大畑少年センターにおいてロシアからの交流は青年が多く、大畑の利用対象者（小・中学生）との年齢差が大きい。
(2)平日の昼間ということであれば、幼児利用になるのではないか。保育園単位、幼稚園単位での利用はないだろうか。
(3)小中高とした場合、放課後利用がメインになる。
(4)大畑少年センターは子育ての場がメインの施設ではないが、場を提供している。しかし、利用者は日に2組程度
(5)大学生の利用も検討してはどうか。
【芸術創造ファクトリー】
海外の方からの利用により、新潟文化を評価していただけるのではないか。

【国際青少年センター】
(1)大学生位までの利用者を想定
(2)地域の集まりはカフェ・コミュニティスペースでは可能
(3)研修室等は自治会に貸すことができるという柔軟性
【芸術創造ファクトリー】
全市民を対象とした施設を基本とし、本市に関係のある海外も含めた都市間交流によるアーティストの招聘も対象と考える。

その他
防災拠点機能 【基本方針】

避難所のためだけではなく、平常時に使用するもので、備蓄用倉庫を設けて有事の際に転用できるものがあれば検討


